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市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
市
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
望
み
、
ど
の
よ
う
な
ご
意
見
を
持
っ
て
い
る
か
を
お
尋
ね
す

る
た
め
、
平
成　

年
９
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
市
長
へ
の
手

２７

紙
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
（
左
表
）

　

市
政
に
望
む
重
点
項
目
を
３
点
選
ん
で
い
た
だ
く
設
問
に
対

し
て
は
、　

人
の
方
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
最
も

６１２

多
い
の
は
「
ご
み
と
ま
ち
の
美
化
」
、
第
２
位
は
「
高
齢
者
福

祉
」
、
第
３
位
は
「
財
政
・
財
務
」
で
し
た
。

　

ご
要
望
の
上
位
３
項
目
に
対
し
て
、
市
の
取
り
組
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、
市
の
行
財
政
運
営
へ
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
期
間　

平
成　

年
９
月　

日
～　

日

２７

１５

３０

調
査
対
象
等　

平
成　

年
７
月
１
日
現
在　

歳
以
上
で
、
住
民

２７

１８

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
千
人
の
方
を
対
象
に
、

郵
送
に
よ
る
配
票
、
回
収

回
答
者
数　
　

人
（
男
性　

人
、
女
性　

人
、
不
明　

人
）

６１２

２５５

３４７

１０

回
収
率　
　

・
６
％

３０

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

「 」 がまとまりました市長への手紙市長への手市長への手紙紙
皆さんの声を市政皆さんの声を市政にに
市政への要望項目順位

内　容項　目構成比
（％）順位

ごみの減量、ごみ処理施設などごみとまちの美化１４.２１
活躍の場、生活支援、介護予防、介護保険など高齢者福祉９.７２
財政健全化、財源確保、コスト削減など財政・財務８.５３
教育内容・方法、学習環境、学校施設など学校教育７.２４
危機管理体制、防災、防犯など地域安全５.７５
新庁舎、施設整備、諸計画整備、広域連携など計画的行政５.５６
駅周辺のまちづくり、都市計画など市街地整備５.５６
商業振興、魅力ある商店街、観光など商業５.２８
子育ち・子育て支援、子育て環境など子ども家庭福祉４.５９
検診・健康診査、医療体制、国保など健康・医療３.７１０
福祉施設、地域の福祉活動など地域福祉３.５１１
道路、交通環境、交通機関、河川など道路・河川３.２１２
市民サービス、公民連携、行政評価、市職員など行政経営３.０１３
保護者負担軽減、幼稚園支援、地域ネットワークなど幼児教育３.０１３
みどり・公園・水辺の保全・創出などみどりと水２.７１５
芸術文化活動、文化財、文化施設、文化交流など文化・芸術２.２１６
情報公開、個人情報保護、市民参加、広報・広聴など市民参加・市民協働１.７１７
イベント・各種活動、体育施設などスポーツ・レクリエーション１.７１７
生涯学習施設、生涯学習活動など生涯学習１.７１７
就労支援の充実、雇用の拡大など雇用１.５２０
住宅供給、住環境、上下水道など住宅・住環境１.５２０
地球温暖化対策、環境保全など環境保全１.５２０
新産業育成、コミュニティビジネスなど創造的産業０.７２３
市民協働、地域活動、地域情報などコミュニティネットワーク０.７２３
心のバリアフリー、生活支援、医療連携など障がい者福祉０.５２５
消費者啓発、労働環境など消費者生活・勤労者福祉０.５２５
農業振興、市民農園、地場産業など農業０.２２７
意識啓発、ワークライフバランスなど人権・平和・男女共同参画０.０２８
工業振興、住環境との調和など工業０.０２８

死

６
面
へ
続
く

〈
浅
川
清
流
環
境
組
合
の 

設
立
〉

　

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、

日
野
市
、
国
分
寺
市
お
よ
び
本
市

で
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び

運
営
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
一
部
事
務
組
合
「
浅
川
清

流
環
境
組
合
」
を
平
成　

年
７
月

２７

１
日
に
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
排
ガ
ス
基
準
値
を
採
用
し

た
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
平
成

　

年
度
中
の
稼
動
を
め
ざ
し
て
事

３１業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
今
後
と
も
与
え
ら
れ

た
責
任
を
着
実
に
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
施
設
建

設
予
定
地
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

様
を
は
じ
め
と
し
た
日
野
市
民
の

皆
様
な
ら
び
に
日
野
市
関
係
者
の

皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
、
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
の
推
進
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
可
燃
ご
み
の
処
理
状
況
〉

　

昭
和　

年
に
設
立
さ
れ
た
二
枚

３２

橋
衛
生
組
合
が
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
平
成　

年
３
月
末
に
全
焼

１９

却
炉
の
運
転
を
停
止
し
て
以
降
、

本
市
の
可
燃
ご
み
は
、
多
摩
地
域

ご
み
処
理
広
域
支
援
体
制
実
施
要

綱
に
基
づ
き
、
多
摩
地
域
の
各
団

体
に
全
量
の
処
理
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
可
燃
ご
み
の
処

２７

理
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
稲
城
市
、
狛
江

市
、
府
中
市
、
国
立
市
）
、
国
分

寺
市
、
昭
島
市
、
西
多
摩
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
青
梅
市
、
福
生

市
、
羽
村
市
、
瑞
穂
町
）
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
市
内
で
発
生
す

る
可
燃
ご
み
の
全
量
を
滞
り
な
く

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み

で
す
。
各
団
体
の
施
設
周
辺
に
お

住
ま
い
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
焼
却
処
理
に
よ
り
発
生

す
る
焼
却
灰
は
、
本
市
も
加
入
し

て
い
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
が
管
理
・
運
営
す
る
東
京
た

ま
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
搬
入

さ
れ
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
は
、
多
摩　

万
都
民
の

４００

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
廃
棄
物

の
最
終
処
分
を
行
っ
て
お
り
、
地

元
で
あ
る
日
の
出
町
の
皆
様
の
、

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
定
的
な
可
燃
ご
み
処
理
体
制

の
確
立
に
向
け
て
事
業
は
進 
捗 
し

ち
ょ
く

て
い
ま
す
が
、
新
可
燃
ご
み
処
理

施
設
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
は
、

そ
の
処
理
を
多
摩
地
域
の
各
団
体

に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
循
環

型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
各
施
設
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

様
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
へ
の

ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

〈
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策
〉

ご
み
減
量
の
基
本
は
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
か
ら

　

ご
み
の
減
量
で
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
ご
み
に
な
る
も
の
を
元
か

ら
減
ら
す
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
で
す
。
「
生
ご
み
は
水
切
り

袋
等
を
使
用
し
て
水
を
切
る
」「
マ

イ
バ
ッ
グ
や
水
筒
、
マ
イ
は
し
を

持
ち
歩
く
」「
買
い
す
ぎ
な
い
」「
食

べ
残
さ
な
い
」
「
無
駄
な
包
装
は

し
な
い
」
「
使
い
捨
て
の
も
の
は

使
わ
な
い
」
「
必
要
の
な
い
も
の

は
も
ら
わ
な
い
」
等
日
々
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
発
生
抑
制
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
優
先
し
て
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
ご
み
減
量
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん

だ
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
使
え
る

も
の
は
何
度
で
も
再
使
用
す
る

（
リ
ユ
ー
ス
）
、
分
別
を
徹
底
し

資
源
に
な
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再

生
利
用
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
で

す
。　　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
ご
み
の

減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

啓
発
施
策
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

ご
み
の
減
量
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
施
策
と
し
て
、

市
内
の
駅
頭
や
市
民
ま
つ
り
会
場

等
で
、
水
切
り
袋
等
の
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
す
る
ご
み
減
量
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
啓
発
施
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し
、
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ち
ら

し
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
く
た
め

の
啓
発
施
策
と
し
て
、
ご
み
減
量

啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
お

よ
び
冊
子
を
活
用
し
、
市
内
小
・

中
学
校
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

各
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
張
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
出
張
講
座
の
募

集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信
（
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）

　

平
成　

年
６
月
か
ら
市
民
の
皆

２７

さ
ん
が
ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方

ご
み
と
ま
ち
の
美

ご
み
と
ま
ち
の
美
化化

１


